
様式第5号(第8条関係)

水道発第　　　号　　

年　　月　　日　　

　　　　　　　　　　様

福知山市上下水道事業管理者
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　印　

給 配 水 施 設 工 事 許 可 書

　　　　　　年　　月　　日付けで申請のあった給配水施設工事許可申請書について下記条件を付して許可します。

記

　1　事業の名称

　2　事業の所在地

　3　事業の所有者　　　住　所

　　　　　　　　　　 　氏　名

　4　許可条件等

(1)　許可条件は、裏面の許可条件及び下記の特記事項とする。
　　(2)　上記許可条件に違反する行為があった場合、本市配水管からの分岐配水は、行わない。

　(3)　検査合格後、配水管施設については、配水施設寄付申請書をもって本市に寄付・帰属すること。
　(4)　配水施設の受納日から2年以内にその施設に故障が生じた場合は、開発者(及び施工者)は遅滞なく無償で修理、修繕しなければならない。ただし、天災地変又は第三者の故意若しくは過失による場合は、この限りでない。
(5)　本許可書を交付の日から、90日を経過しても工事に着手しないときは、この許可を取り消す。

5　特記事項

　　

許可条件

(1)　管理者の承認した設計図書に基づき施工すること。

(2)　給配水施設の施工は、工事着手及び現場代理人届・工程表・施工計画書等を提出し、承認後着手すること。

(3)　道路法・河川法等関係法令に基づく占用許可、また既設の地下埋設物調査等を行った後、道路使用許可を得て施工すること。

ただし、国・府道、国・府管理河川への占用許可については、申請者において道路及び河川管理者と事前協議を行った後、管理者が占用許可申請事務を代行する。

  (4)　工事に使用する資材等については、使用材料承認願いを提出し、承認を受けること。

(5)　給水施設の施工は、福知山市給水工事施工基準に基づき、福知山市指定給水装置工事事業者に施工させること。

(6)　配水施設の施工については、福知山市上下水道部水道課（以下「水道課」という。）の定める仕様書に基づき、本市の配水管布設工事の指名競争入札参加資格を有する業者に施工させること。

(7)　給配水施設の施工は、開発地等の道路形態の完了後に施工すること。

(8)　給配水施設の施工は、水道課職員の材料検査の合格後に施工すること。

(9)　当該工事において、その規模に応じて水道課職員が指示する回数の施工立会いを、立会願を提出し受けること。なお、立会いの内容については、掘削・配管・埋戻しの一連の作業とする。

(10)　給配水施設の施工に変更が生じた場合は、その都度、水道課職員と協議し承認を受けること。

(11)　本市の配水管との接続は、水道課職員立会いの上行うこと。

(12)　給水装置の施工は、開発地等の区画確定後とすること。なお、区画数に変更がない旨、区画確定平面図を提出すること。

(13)　既設配水管の増径工事等で既設給配水管に断水が生じる場合は、事前に断水施行計画書を提出し、水道課職員と協議の上実施日を決めなければならない。なお、断水に伴い影響が生じる住民等への広報については、開発事業者により周知しなければならない。

(14)　工事施工に関する苦情、事故及び第3者に損害を与えた場合は、開発事業者の責任において解決すること。

(15)　当該工事が完了したときは、速やかに工事完了届書兼検査依頼書、完成図書、配水施設寄付申請書を提出し管理者の検査を受けること。


